
開催日時 2017年11月８日（水） 13:00 ～ 17:15（12:30受付開始）

開催場所 都市センターホテル 701会議室

50名様 / 参加費無料 ※定員に達し次第締め切らせていただきます

情報システム部門管理職の方

株式会社大和ソフトウェアリサーチ

※ 保険・共済業界の皆さまへ ※

定 員

対 象

主 催

レガシー再生セミナー
～システム資産の活用とライフサイクルへの対応を考える～

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配賜り、厚く御礼申し上げます。

ICT業界における激しい技術革新に伴い、企業の基幹システムに対する継続的かつ安定稼働、ライフサイクルへの対応が求められております。

ある調査機関によれば、国内における汎用機は3､000台以上、オフコンは20,000台以上稼働していると云われております。

こうしたメインフレーム上の膨大なアプリケーション・プログラムが時間とともにブラックボックス化して、金融ITの阻害要因となりつつあります。

当セミナーでは、金融レガシーシステムの現状と課題を踏まえて、再生のためのソリューションを実例を交えてご紹介いたします。

皆様のご来場を心よりお待ちしております。

敬具

【アクセス】
・東京メトロ 有楽町線・半蔵門線・南北線
「永田町駅」 4番・5番出口より 徒歩4分、
9b番出口より 徒歩3分

※「永田町駅」からのアクセスは、5番出口方面の先
にある 9b番出口が便利です
（ホテル前のプリンス通りに出られます）

・東京メトロ 有楽町線 「麹町駅」
半蔵門方面 1番出口より 徒歩4分

・東京メトロ 丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」
D出口より 徒歩8分

【会場】
都市センターホテル 701会議室

〒102-0093
東京都千代田区平河町2-4-1
☎：（03）3265-8211

会場アクセス

★

DSR Legacy Migration Seminar 2017

約半世紀に及ぶ、保険・共済業務の実績を持つDSRがお届けする



レガシー再生セミナー
～システム資産の活用とライフサイクルへの対応を考える～

Program

基調講演
13:05～14:20

金融レガシーシステムの現状と課題

株式会社大和ソフトウェアリサーチ 執行役員 保険事業本部本部長 松原 清

DSRのレガシー再生への取り組み

基幹系システム再生におけるDigital Process Automationの活用

Fintech、InsurTechという言葉がもてはやされている昨今ですが、その一方で巨大なレガシーシステムを維持し続けているというの
が金融システムの現状と言えます。
現状を踏まえて、それらレガシーシステムについての課題とその対応策を豊富な実例から解説します。

【講師紹介】 1971年日本IBM入社。金融業界担当の営業・営業企画・コンサルティング部門を務める。アジア太平洋地域
金融マネジメント・コンサルティング部門責任者を経て退職。2000年4月 株式会社金融ビジネスアンドテクノロジー設立。
金融機関のITコンサルティング業務、講演活動、書籍・雑誌の執筆など幅広く活躍中。

株式会社金融ビジネスアンドテクノロジー 代表 島田 直貴

ペガジャパン株式会社 営業部 部長 岡田 英雄

NCS&A株式会社 ファイナンス事業本部営業統括本部第二営業部長 松本 吉徳

失敗しないモダナイゼーション ～マイグレーションを成功させよ！～

メインフレームモダナイゼーション戦略とソリューションのご紹介

お申し込み方法

■お問い合わせ 株式会社大和ソフトウェアリサーチ http://www.dsr.co.jp

〒102-0093 東京都千代田区平河町1-2-10
平河町第一生命ビルディング2階
営業本部 セミナー事務局 ℡：03-3262-8559

※弊社Webサイト（http://www.dsr.co.jp） 「セミナー開催情報」より、
【レガシー再生セミナー】 専用サイトにて、セミナー参加登録ができます。

DSRセッション
14:20～15:00

保険・共済のシステム開発一筋48年のDSRが考える、保険・共済レガシーシステムの将来像をご説明します。
活かせるモノは活かして、時代の変化を取り入れる部分は柔軟に、というコンセプトのご紹介です。

パートナー
セッションⅠ

15:15～15:55

基幹系システムの刷新は、高コスト/高リスクの経営判断になります。欧米ではシステム全体の刷新ではなく、データ保全（System 
of Record）機能は残しつつ、変化し続ける顧客関係性を動的に捉える（System of Engagement）部分でのDigital 
Process Automationの活用で、新商品対応や新チャネルへの柔軟な対応を実現しています。

パートナー
セッションⅡ

15:55～16:35

「マイグレーション」という既存システムを再利用して新しいシステムに移行することに焦点を当て、陥りがちな“落とし穴”や、成功させ
るための効果的な方法を事例を交え紹介致します。

パートナー
セッションⅢ

16:35～17:15

大型プロジェクトを成功させたプロジェクトマネージャーの立場から、メインフレームOS、オープンOSのライフサイクル事情も考慮した、
モダナイゼーション戦略とそれを支えるソリューションのご紹介です。

日本ティーマックスソフト株式会社 代表取締役副社長 羅 鍾弼

開会挨拶
13:00～13:05

株式会社大和ソフトウェアリサーチ 代表取締役社長 竹末 圭五

休憩 15:00～15:15

DSR seminar 2017.11.8


